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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は，実解析的な初期値をもつ退化したキルヒホフ方程式に対するコーシー問題の時間的大域

解の存在と一意性に関する研究である。キルヒホフ方程式は弾性体の振動を表わす準線型双曲型方程

式で次の形評ら狐

（・）ほ㍗∴）二∴二f’x∈㌍

　　　　　　　　　∂t
ここでAはRnにおける2階の微分作用素で，（Au，u）はRnの2乗可積分空聞の内積を表し，Mは実

数上の非負値C1級の関数である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂
　1940年にBemsteinが空聞次元n＝1，A＝一（一）2，M＝1＋uu，u2の場合にxに関して周期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂X
的かつ実解析的な時問的大域解をフーリエ級数を用いて構成した。その後多くの研究者が，作用素A

が自己共役で離散的な固有値をもつ場合に（＊）の時間的大域解をガレルキン法を用いて構成してい

る。

　最近，D’Anc㎝aとSpagno1oが一Aがn次元ラプラシアンで関数Mが退化する場合に（＊）のxに

関して実解析的な時聞的大域解の存在を証明した。

　この論文では作用素Aが退化楕円型の場合に（＊）の時間的大域解の存在と一意性を証明した。

Part　IではM及びAが退化したときにxに関して実解析的な時聞的大域解を，又Part　nにおいては，

Mが正値でAが退化している場合にxに関して準解析的な時問的大域解の存在及び一意性を証明し

ている。
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審　　査　　の　　要　　旨

　作用素Aが退化した場合のキルヒホフ方程式に対する研究はこの論文が最初であり，大変興味深い

結果である。さらに，定理の証明方法として，無限次の作用素を用いて放物型の方程式に帰着するこ

とによって，解の滑らかさを導き，それを用いて解の存在を示している。キルヒホフ方程式に対して

このような手法を導入して成功したのはこの論文が最初であり，この分野において大変注目されてお

り，さらに今後多方面に応用できるものと期待されている。

　本論文は，博士論文として十分独創性があり，この分野への貢献がおおいにあると認められる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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